
注
意
 

1　
表
題
の
（
　
　
　
）
内
に
は
、
個
人
別
に
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
「
個
人
」と
、
包
括
的
に
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
「
包
括
」と
記
入
す
る
こ
と
。 

2　
「
減
額
の
特
例
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
労
働
者
」
欄
に
は
、
個
人
別
に
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
当
該
労
働
者
の
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月
日
を
、
包
括
的
に
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
当
該
労
働
者
の
数
を
記
入
す
る
と
と
も
に
、
当
該
労
働
者
す
べ

て
の
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月
日
を
記
載
し
た
名
簿
を
添
付
す
る
こ
と
。 

3　
「
従
事
さ
せ
よ
う
と
す
る
業
務
の
種
類
」
欄
に
は
、
減
額
の
特
例
許
可
が
あ
つ
た
場
合
に
、
当
該
労
働
者
に
従
事
さ
せ
よ
う
と
す
る
業
務
の
種
類
を
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。 

4　
「
労
働
の
態
様
」
欄
に
は
、
始
業
終
業
の
時
刻
、
実
作
業
の
内
容
及
び
そ
の
頻
度
、
手
待
ち
時
間
に
お
け
る
労
働
者
の
状
態
等
を
詳
細
に
記
入
す
る
こ
と
。 

5　
「
減
額
の
特
例
許
可
を
必
要
と
す
る
理
由
等
」
欄
に
は
、
減
額
の
特
例
許
可
を
必
要
と
す
る
理
由
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
記
入
す
る
こ
と
。 

6　
「
減
額
の
特
例
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
最
低
賃
金
」
欄
に
は
、
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
す
べ
て
の
最
低
賃
金
の
件
名
及
び
金
額
を
記
入
す
る
こ
と
（
地
域
別
最
低
賃
金
及
び
特
定
最
低
賃
金
の
双
方
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
件
名
及
び
金
額
を
連
記
す
る
こ
と
。）
。 

7　
「
支
払
お
う
と
す
る
賃
金
」
欄
の
「
金
額
」
欄
に
は
、
法
第
4条
第
3項
各
号
に
規
定
す
る
賃
金
を
除
外
し
た
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
を
記
入
す
る
こ
と
。
ま
た
、「
理
由
」
欄
に
は
、
使
用
者
に
お
い
て
当
該
減
額
率
を
定
め
た
理
由
の
概
要
を
記
入
す
る
こ
と
。 

8　
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

断
続
的
労
働
に
従
事
す
る
者
の
最
低
賃
金
の
減
額
の
特
例
許
可
申
請
書
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
） 
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最低賃金の減額の特例許可申請について 
～　「断続的労働に従事する者」（最低賃金法第7条第4号）　～ 

　「断続的労働に従事する者」の最低賃金の減額の特例許可申請に当たっては、
次のことに御注意ください。 

　最低賃金の減額の特例許可の対象となる断続的労働とは、常態として作業が間欠的に行われる

もので、作業時間が長く継続することなく中断し、しばらくして再び同じような態様の作業が行われ、

また中断する、というように繰り返されるもののことで、実作業時間と手待ち時間とが繰り返されて

一体として成り立っている労働形態です。 

※　労働時間中の実作業時間と手待ち時間が交互に繰り返さない場合や、本来継続的に作業す

るものであるにもかかわらず、労働の途中に休憩時間を何回も入れるなど人為的に断続的な

労働形態を採用した場合は、許可の対象とはなりません。 

減額の特例許可の対象となる「断続的労働」について 1

　「常態として作業が間欠的である」とは、労働時間中の実作業時間と手待ち時間が交互に繰り返さ

れることが、例えば1箇月のうち数回程度などではなく、常態となっていることを指します。 

常態として作業は間欠的となっていますか？ 2

　減額率は、法令に基づく上限（裏面2参照）の範囲内で、職務内容、職務の成果、労働能力、経験

等を勘案して定めることになります。 

減額率は、法令に基づく上限の範囲内で、職務内容などを勘案したものとなっていますか？ 4
　手待ち時間が、実作業時間を上回る労働者のみ、許可の対象となります。 

手待ち時間が多く、実作業時間は少ないですか？ 3
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